
平成２３年度 夏期授業実践講座⑦ 実施報告書

講座名 「外国語活動・外国語授業実践講座」 ～小中連携で深める授業づくり～

講 師 比嘉俊博（沖縄県教育庁義務教育課 指導主事）

期 日 平成２３年８月８日（月） 時 間 ９：３０～１２：００

場 所 那覇市立教育研究所 多目的ホール 人 数 小２２ 中１０ 教委４ 計３６

内 容 ◇演習 模擬授業（小学校６学年）

真 嘉 比 小 松川好孝

浦 西 中 儀間新吾

◇講義 「小中連携した英語教育の実践について」

義務教育課 比嘉俊宏

１小中をつなぐには

(1) 小中それぞれの到達目標を明確にする

(2) － ①小中それぞれの目標に準拠した評価の観点を知る

－ ②小学校外国語活動指導要録について

(3) 小中それぞれの指導のありかたを知る

①小学校外国語活動の実際

②中学校英語活動の実際

(4) 効果的な小中連携実践例

２まとめ

・「こどもの未来を拓く『英語教育・国際理解教育』推進構想」

・Ｃａｎ－Ｄｏカード ５年，６年

・Ｃａｎ－Ｄｏ－Ｌｉｓｔ 浦西中学校

・「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的施策」

◇協議 「協働で育むこどもの未来」
外国語能力の向上に関する検討会（文部科学省）

感 想 小 小学校では英語を覚えるのではなく，慣れ親しんで楽しむということが大切だ

と改めて知ることができました。特に講義の中で｢小学校はあいまいでＯ,Ｋ」と

質 問 いう言葉は中学校との違いがはっきりしていてストンと落ちました。

小 総括の話の中にあった，小中の役割を明確にて情報を共有し，カリキュラムを

連携していくことの重要性を感じました。

中 小学校学習指導要領にある「慣れ親しむ」の意味が初めて分かり，適度な英語

の大切さが分かりました。

また，Can-do-Listにも是非取り組んでみたいと思いました。

中 これまで英語ノートをきちんと見たことがなかったので，今後の授業で復習も

兼ねて英語ノートを活用したいです。




